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本構想の背景・意義
 本市においては、TSMCの菊陽町への工場設立を契機とした関連企業の本市への進
出、中九州横断道路ICの市内建設による九州北部エリアのゲートウェイ機能と阿蘇・
大分方面とつながる結節点機能の高まり等、市を取り巻く状況は刻々と変化しており、
その変化に適切に対応し市の更なる発展に繋げる必要。

 このようななか、農業及び経済分野においては、以下のような課題があげられる。
農業分野：
離農や高齢化による担い手不足が深刻化しており、多彩な担い手の育成や確保
が求められ、併せて農業経営の効率化・多角化が急務。
経済分野：
県民の生活利便性向上や、九州圏域はもとより県外からの誘客取り込みが必要。
本市としても、阿蘇や天草のような交流人口の取り込みも必要。

 今回提案する「広域交流拠点構想」は、熊本県の農業の更なる発展につながり、「稼
げる農業」を実現するもので、平成28年熊本地震や新型コロナウイルス感染症などに
より落ち込んだ観光需要の起爆剤となる新たな観光拠点施設となるものでもあると考
えられることから、市として提案し賛同していただきたいと考えるもの。
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「広域交流拠点」コンセプト
 熊本県の主要産業である「農業」をテーマとし、県農業公園、農業研究センター、農業大学校のエリアにお
いて、民間企業の資金・ノウハウを活用した新たな施設等を、県内外のヒト・モノ・カネの流れを活発化させ
る「広域交流拠点」として整備。

 農業・食品製造に関する体験や、県農業研究センターや農業大学校と食品メーカー等との農業・食品に
関する共同研究開発・スマート農業の実証の場や商業施設整備等を行い、県内全域への経済浮揚・観
光振興、平成２８年熊本地震からの創造的復興等を目指す。

県内全域への経済浮揚・観光振興、熊本地震からの創造的復興

 熊本城、阿蘇地域等の周辺
観光地とのシナジー効果による
観光客・収益増

 農・食に関する共同研究による
新製品開発

 農業経営の効率化・多角化

 県外からの買い物客増
 県民の生活利便性向上
 農・食を通じた地域住民の情

操教育の促進

 「農」・「食」の体験施設
 グランピング施設
 スポーツフィールド

 官民連携による農業・食品に
関する共同研究開発

 スマート農業の実証施設

 九州南部地域にはないアウトレッ
トモール等の商業施設 (イベント
活用のみならず「常設」の“賑わい
“の場を整備)

農産品開発、農業経営に関する研究実績、知見、
設備

農業館、グリーンハウス、体験コーナー、知識の森
等の豊富な体験・学習施設

豊富な資金力、経営ノウハウ、バリューチェーンから
成る企業間ネットワーク

県有施設の実績・ポテンシャル 民間企業の資金力・経営ノウハウ等

「農業」をテーマに、“成長都市”合志市をフィールドに連携
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「広域交流拠点」整備予定地・敷地面積等

整備予定施設等（案）
◆農業・食品製造に関する体験施設やアグリツーリズム、グラ

ンピング施設

◆スポーツフィールド

◆県農業研究センターや農業大学校と食品メーカー等との

農業・食品に関する情報交換や技術交流、共同研究開発

◆スマート農業の実証やその施設

◆九州南部地域にはないアウトレットモール 等

： 開発計画地（約３０ha）

： 事業区域全体（約４７ha）

※事業区域・開発計画地は現時点での想定。
変更の可能性あり。

 合志市内に立地する、県農業公園、農業研究センター、農業大学校の敷地約47haの一部を活用し、既
存の県有施設と連携した施設を整備。

新・御代志駅
（令和４年１０月開業予定）
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